
　  　  改定に向けて  　  　

取
り
組
む
こ
と
は
、
給
水
原
価

を
抑
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
配
水
管

の
劣
化
を
遅
ら
せ
、
赤
サ
ビ
防

止
に
つ
な
が
る
消
石
灰
注
入
設

備
が
昨
年
完
成
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
老
朽
管
の
更
新
に
、

耐
震
性
・
耐
久
性
に
優
れ
た
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
管
を
使
用
す
る
な

ど
、
施
設
を
長
く
安
全
に
使
え

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
後
も
施
設
の
更

新
工
事
が
続
く
た
め
、
給
水
原

価
は
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。

　

水
道
事
業
に
は
、
経
費
は
水

道
料
金
で
賄
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
独
立
採
算
の
原
則
が

あ
り
ま
す
。
下
水
道
事
業

に
は
、
汚
水
の
処
理
費
用

は
使
用
者
が
負
担
す
る
と

い
う
汚
水
私
費
の
原
則
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
の
財

源
は
税
金
で
す
。
水
道
・

下
水
道
を
利
用
で
き
な
い

地
域
の
人
の
負
担
が
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、

一
般
会
計
か
ら
の
補
て
ん

は
望
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

近
年
、
水
需
要
の
減
少
が
経

営
を
圧
迫
し
て
お
り
、
内
部
留

保
資
金
は
今
後
、
減
少
す
る
見

込
み
で
す
。
内
部
留
保
資
金
は
、

主
に
施
設
整
備
費
用
や
借
金
の

元
金
返
済
の
財
源
と
し
て
使
わ

れ
ま
す
。

　

内
部
留
保
資
金
が
減
少
す
る

と
、
老
朽
化
し
た
管
や
施
設
の

更
新
に
影
響
が
出
ま
す
。
大
切

な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
維
持
す
る

た
め
に
、
適
正
な
料
金
改
定
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

給
水
原
価
と
は
、
水
道
水
１

㎥
当
た
り
の
費
用
を
示
す
指
標

で
す
。
今
後
、
水
道
施
設
の
老

朽
化
対
策
や
耐
震
化
の
た
め
減

価
償
却
費
が
増
え
る
一
方
、
人

口
の
減
少
な
ど
に
よ
り
使
用
水

量
が
減
る
こ
と
な
ど
が
、
給
水

原
価
が
高
く
な
る
要
因
で
す
。

　

減
価
償
却
費
は
、
施
設
の
更

新
工
事
に
伴
っ
て
増
加
し
ま
す
。

よ
っ
て
、
施
設
の
長
寿
命
化
に

給
水
原
価
を
抑
え
る
た
め
に

水道料金・
下水道使用料の
改定に向けて（下）

内
部
留
保
資
金
の
減
少

給
水
原
価
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す

一
般
会
計
か
ら
の
補
て
ん
は

望
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん

　

こ
れ
か
ら
も
水
道
・
下
水
道
事
業
を
継
続
し
、
安
全

で
安
定
し
た
水
の
あ
る
暮
ら
し
を
支
え
て
い
く
た
め
、

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

消石灰注入設備

▽ �給水区域内人口に

対する水道普及率

　…86.3%
▽下水道接続率

　…72.4%

（平成26年度末時点）
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先　
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　現在、水道・下水道事業の適正な料金改定を行うため、府中市上水下
水道料金審議会を設置し、年度内の答申に向けて議論いただいています。

■水道料金の改定�
　今後５年間（平成28～32年）、給水費用を料金収入で回収できる割合
の平均を100％にするためには、約20％の料金改定が必要であると考えて
います。100％を超えていれば健全な経営といえますが、現在の料金体系
では、５年後に約80％に落ち込む見込みです。

■下水道使用料の改定�
　今後５年間（平成28～32年）、処理費用を使用料収入で回収できる割
合を50％以上に維持するためには、約10％の使用料改定が必要であると
考えています。衛生的な暮らしと自然環境を支えていくためには、50％
以上に維持することが必要ですが、現在は約48％にとどまっています。
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実績 推計

水道事業の内部留保資金

　

こ
れ
ま
で
ご
紹
介
し
た
と
お
り
、
水
道
・
下
水
道

事
業
に
お
い
て
は
、
職
員
の
削
減
、
検
針
や
施
設
管

理
の
業
務
委
託
な
ど
に
よ
り
効
率
化
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
施
設
の
更
新
工
事
や
、
大
規
模
地

震
へ
の
対
応
に
必
要
な
耐
震
化
工
事
も
控
え
て
お
り
、

財
源
の
確
保
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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実績 推計

内部留保資金
給水収益
建設改良費

（億円）
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